
物
価
高
で
生
活
が
苦
し
い
時
に
、

国
民
健
康
保
険
税(

国
保
税)

を
２
年

連
続
で
平
均
８･

０
％(

昨
年
度
９･

９
％)

値
上
げ
し
ま
し
た
。

国
保
は
府
と
市
町
村
の
共
同
運
営

で
、
加
入
者
の
多
く
が
高
齢
者
と
低

所
得
者
で
す
。
府
全
体
の
医
療
給
付

費
等
に
よ
り
、
各
市
町
村
が
納
付
す

る
額
を｢

標
準
保
険
料
率｣

と
し
て
府

が
示
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
国
保
税
の
値
上
げ
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
負

担
増
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
長
会

や
知
事
会
が
求
め
て
い
る
国
費
に
よ

る
財
政
支
援
の
拡
充
が
必
要
で
す
。

●
反
対ｰ

共
産
党
２
人

賛
成
多
数
で
可
決

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ(

学
童
保
育)

に｢

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫
を
活
用
す
る｣

と
し
て
指
定
管
理
者
制
度(

民
間
委

託)

を
導
入
し
ま
す
。

し
か
し
、
民
間
委
託
し
て
い
る
自

治
体
で
は
、
指
導
員
の
給
与
が
下
が

り
、
離
職
に
よ
る｢

保
育
の
質
の
低

下｣

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
権
利
条
約｢

こ
ど
も
の

こ
と
を
決
め
る
際
、
こ
ど
も
に
何
が

最
善
か
を
考
え
る｣

こ
と
に
も
反
し

て
い
ま
す
。

市
は

年
度
に
事
業
者
を
決
め
、

26

年
度
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

27●
反
対ｰ

共
産
党
２
人

賛
成
多
数
で
可
決
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議会報告懇談会のご案内

◇4月25日(土)朝10時15分～11時45分

加茂文化センター研修室1

◇4月29日(水)朝10時15分～11時45分

山城支所別館会議室

◇4月29日(水)昼2時15分～3時45分

いずみホール研修室2

どなた様もお気軽にお越しください

日本共産党木津川市議員団

西山 さち子 ℡/Fax26-4382

宮嶋 良造 携帯 090-7094-2647

■困り事悩み事をご相談ください。
ご一緒に解決しましょう。

３
月
議
会
報
告
を
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
感
想
・
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ご
意
見
を

フェイスブック

インスタグラムフェイスブック

フェイスブック エックス

条
例
改
正

国
保
税
を
２
年
続
け
て
値
上
げ

学
童
保
育
を
民
間
委
託
に

平
均
８
％

西山幸千子 ● ● ● ● ● ● ● ● ○
宮嶋　良造 ● ● ● ● ● ● ● ● ○
野田　えり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
福井　平和 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
兎本　尚之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森本　　隆 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
堤　征一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長岡　一夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山本　和延 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
倉　　克伊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
山崎　光祐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
小見山　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
谷川　光男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
谷口　英子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山本しのぶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉川　実二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大角　久典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
柴田はすみ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ●
高岡　伸行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
草水　基成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無
会

派

共
産

党

新
風

コ
ス
モ
ス

自
民
党

木
津
川

日
本
維

新
の
会

市

民
フ
ォ

ー

ラ

ム

公
明

代
表
・
一
般
質
問
○
実
施
●
未
実
施

賛否の分かれた議案への態度

賛成○、反対●、退席－
議長は裁決に加わらない＊

議

員

名

国
保
税
引
き
上
げ
条
例

学
童
保
育
の
民
間
委
託

第
２
次
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン
後
期
計
画

会

派

名

2
5
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
９
号

一
般
会
計

26年度予算

国
民
健
康
保
険
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

水
道
事
業
会
計

 所得割％ 均等割:円 平等割:円

 医療分
   （加入者全員）

8.4⇒9.1 28,000⇒
　　32,000

23,800⇒
　据え置き

 後期支援金分
   （加入者全員）

2.8⇒3.05 10,200⇒
　　11,200

7,000⇒
　据え置き

 介護分
   （40歳～64歳）

2.6⇒3.0 10,400⇒
　　12,000

5,600⇒
　　6,000

【新規】こども分
    (加入者全員)

0.32% 1,146 733

合計
13.8⇒
　15.47

48,600⇒
　56,346

36,400⇒
　37,533

26年度 国民健康保険税額(率)の値上げ

26年度 25年度 値上げ額 値上げ率

１人あたりの保険税（円） 122,275 113,225 9,050 8.0%
65歳以上 1人世帯
年金収入100万円
            (法定軽減7割適用)

22,200 20,700 1,500 7.2%

65歳以上 夫婦2人世帯
夫の年金収入200万円
            (法定軽減5割適用)

115,705 106,240 9,465 8.9%

40歳代夫婦、こども2人世帯
夫の所得 280万円

592,655 537,060 55,595 10.4%

国保税額の一例、比較のために26年度分はこども支援分をのぞく
実際の26年度の税額はこども支援分を含む

物
価
高
が
続
き
暮
ら
し
と
営
業
が

苦
し
い
時
に
、
市
の
予
算
で
ど
う
市

民
と
事
業
者
を
支
え
る
か
が
問
わ
れ

ま
し
た
。

○
中
学
校
に
続
き
小
学
校
体
育
館

(

講
堂)

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

(

３
億
４
９
２
７
万
円)(

年
度
に

26

３
校
、

･

年
度
に
５
校
ず
つ)

27

28

○
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
行
う
中
小

事
業
者
に
１
人
５
万
円
、
１
事
業
所

上
限

万
円
の
賃
上
げ
支
援
補
助
金

50

を
支
給
し
ま
す
。(

５
０
０
０
万
円)

○
保
育
所
等
で
紙
お
む
つ
を
無
償
提

供
し
ま
す
。(

１
５
０
０
万
円)

な
ど
は
評
価
で
き
る
予
算
で
す
。

新
年
度
か
ら
国
が
小
学
校
給
食
費

に
月
５
２
０
０
円
負
担
す
る
こ
と
で
、

府
内
で
は
木
津
川
市
と
京
田
辺
市
以

外
は
全
て
無
償
に
し
ま
す
。
し
か
し
、

市
は
月
５
０
０

円
保
護
者
に
負

担
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
中
学

校
で
は
新
年
度

か
ら
給
食
費
を

月
６
４
０
０
円

に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
保
護
者

は
新
た
に
１
２

０
０
円
負
担
が

増
え
、
月
５
５

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

精
華
町
や
郡
東
部
の
３
町
村
で
は

中
学
校
給
食
も
無
償
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
比
べ
て
も
冷
た
い
予
算
で
す
。

私
た
ち
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
す

れ
ば
、
小
学
校
を
無
償
に
、
中
学
校

で
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
月
４
３
０
０

円
に
で
き
る
と
提
起
し
ま
し
た
。

他
に
、
❶
国
の
物
価
高
騰
対
応
交

付
金
を
事
務
費
に
充
て
る
な
ど
活
用

が
間
違
っ
て
い
る
。
❷
循
環
型
社
会

推
進
基
金
の
使
途
を
拡
大
解
釈
し
て

い
る
。
❸
北
陸
新
幹
線
延
伸･

リ
ニ

ア
新
幹
線
を
促
進
。
❹
不
公
平
で
不

必
要
な｢

同
和
行
政｣

を
温
存
。
❺
新

採
職
員
の
自
衛
隊
で
の
研
修
実
施
。

な
ど
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

●
反
対ｰ

共
産
党
２
人

賛
成
多
数
で
可
決

４
月
か
ら
国
保
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
値
上
げ
し
、
５

月
か
ら
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

組
み
込
ん
だ

年
度
予
算
に
も
、

26

値
上
げ
を
回
避
す
る
内
容
を
示
し

て
反
対
し
ま
し
た
。

●
反
対ｰ

共
産
党
２
人

賛
成
多
数
で
可
決
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給
食
費
無
償
化
に
逆
行
の
予
算

年
度
予
算

26

保
険
料
や
水
道
料
金
値
上
げ
の

予
算
は
認
め
ら
れ
な
い

物
価
高
に
市
民
と
事
業
者
を
支
え
る
予
算
が
必
要

３
月
議
会(

２
月

日
～
３
月

日)

、
市
長
提
案
の

年
度
一
般
会
計
予
算

26

24

26

な
ど

の
予
算
を
審
議
し
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、｢

手
話
言
語｣

条
例
を
新
規
に

11

制
定
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
市
民
負
担
を
強
い
る
予
算
や
条
例
改
正
に
は
、

し
っ
か
り
理
由
を
述
べ
反
対
し
ま
し
た
。

代
表
質
問･

一
般
質
問
で
市
長
を
た
だ
し
、
物
価
高
か
ら
市
民
と
事
業
者
を

守
る
市
政
を
求
め
、
市
民
の
願
い
実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

３月議会報告

第１ １ 9号

完成した木津中学校体育館のエアコン

1カ月あたり
学校給食費
食材費

国負担 保護者負担

小学校 5,700円 5,200円 500円

中学校 6,400円
市補助

900円 5,500円
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【

西
山
】

①
北
陸
新
幹
線
延
伸
の
費
用

対
効
果
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

②
コ
ミ
バ
ス
は
学
生
や
高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
運
賃
設
定
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
物
価
高
が
続
く
時
の
水
道
代
の
値

上
げ
に
、
市
民
か
ら
は
中
止
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

【

市
長
ほ
か
】

①
事
業
経
費
約
５
兆
円
、

費
用
対
効
果
は
０
・５
を
切
り
ま
す
。

②
９
〜

月
の
半
額
時
は
３
割
増
加

12

で
し
た
が
、
諸
経
費
等
の
高
騰
で
市

の
負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。

③
現
金
給
付
を
行
な
い
ま
し
た
。

【

西
山
】

①
学
校
給
食
は
地
産
地
消
を

広
げ
て
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
と
、
無
償
化

を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

②
公
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
易

な
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、
指

導
員
の
処
遇
悪
化
に
つ
な
が
り
、
子
ど

も
た
ち
に
も
不
利
益
な
の
で
は
。

③
集
団
の
中
で｢

切
磋
琢
磨｣

す
る
環

境
に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
、
不
登
校

に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
。

④
暑
さ
が
厳
し
い
学
校
の
特
別
教
室

に
も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

【

市
長･

教
育
長
ほ
か
】

①
国
の

小
学
校
給
食
の
負
担
軽
減
策
を
活
用

し
ま
す
。
差
額
は
保
護
者
負
担
で
す
。

②
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
居
場

所
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

③
不
登
校
対
応
に
７
年
度
か
ら
校
内

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

④
エ
ア
コ
ン
設
置
に
必
要
性
や
優
先
順

位
な
ど
の
検
討
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

【

西
山
】

①
大
地
震
な
ど
の
避
難
時
の

体
調
管
理
に
は
ト
イ
レ
が
重
要
で
す
。

②
東
日
本
大
震
災
か
ら

年
経
っ
て

15

も
帰
還
困
難
地
域
が
残
っ
て
い
ま
す
。

地
震
と
原
発
が
同
時
発
生
の
複
合
災

害
時
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
は
。

【

市
長
ほ
か
】

①
避
難
所
の
衛
生
環
境

の
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
、
購
入
し

た
ト
イ
レ
カ
ー
は
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
使

用
し
ま
す
。

②
高
浜
原
発
で
の
災
害
発
生
時
に
は
、

宮
津
市
か
ら
避
難
者
４
１
３
０
人
を

受
け
入
れ
ま
す
。

①
保
育
士
配
置
基
準
の
さ
ら
な
る

改
善

【
陳
情
者
】
京
都
保
育
団
体
連
絡
会

会
長

藤
井
伸
生

②
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
健
適
用
除
外

の
中
止
を
求
め
る

【
陳
情
者
】
京
都
社
会
保
障
推
進
協

議
会
議
長

渡
邊
賢
治

③
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
な
ど
を

求
め
る

他
に
も
難
聴
者
の
補
聴
器
補
助
を

求
め
る
等
、
市
民
負
担
軽
減
を
求
め

る
陳
情
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
厚

生
委
員
会
か
ら
の
意
見
書
提
出
で
は

一
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
会
の
委
員
会
等
に
、
自
宅
等
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
で
き
る
よ
う
に

条
例
・規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

私
立
こ
ど
も
園
な
ど
で
、
４
月
か

ら｢

だ
れ
で
も
通
園
制
度｣

が
始
ま
り

ま
す
。
使
用
料
や
利
用
で
き
る
時
間

な
ど
は
各
園
と
事
前
の
協
議･

打
ち

合
わ
せ
が
必
要
で
す
。

正
式
名
称
は｢

手
話
の
普
及
及
び

障
が
い
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例｣

で
す
。

手
話
へ
の
理
解
の
普
及
と
多
様
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
代
表
・一
般
質
問
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代
表

質
問

北
陸
新
幹
線
よ
り
身
近
な
移
動
手
段
を

西
山

さ
ち
子

市
長
ー
企
業
誘
致
や
交
流
人
口
の
増
加
に
期
待

陳
情
書

議
員
発
議

学
校
給
食
費
は
無
償
化
を

終
わ
り
が
な
い
原
子
力
災
害

【

質
問
を
終
え
て
】

北
陸
新
幹
線
の
「
費
用
対
効
果
が
０

･

５
」
は
、か
か
っ
た
費
用
が
回
収
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
京
都
府
の
負

担
が
６
千
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
の
本
数
を
増
や
す
、
バ
ス
を

便
利
に
す
る
な
ど
、

年
後
の
新
幹
線

40

よ
り
も
身
近
な
公
共
交
通
に
予
算
を

か
け
る
べ
き
で
す
。

条
例
制
定

誰
で
も
通
園
制
度
が
ス
タ
ー
ト

手
話
言
語
条
例
を
制
定

災害時に役立ち、車椅子でも使用できる
トイレカー
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【

宮
嶋
】

①
教
員
が
法
的
な
休
憩
を
取

れ
て
い
ま
せ
ん
。
改
善
が
必
要
で
は
。

②
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
残
業
80

時
間
以
上
の
教
員
が
多
数
い
ま
す
。

ど
う
改
善
す
る
の
で
す
か
。

③
会
計
年
度
職
員
の
生
理
休
暇
を
有

給
扱
い
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

【

市
長
室
長
・
教
育
部
理
事
】

①
休
憩

の
取
得
状
況
を
把
握
し
ま
す
。
休
憩

が
取
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

②
現
状
を
確
認
し
、
専
門
の
ヒ
ア
リ
ン

グ･

産
業
医
面
談
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

③
国
の
規
定
通
り
、
無
給
で
す
。

【

宮
嶋
】

①

年
度
は

年
度
と
比
べ

24

19

て
１
・

％
減
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

61

有
料
袋
の
効
果
は
限
定
的
で
は
な
い

で
す
か
。

②
市
民
の
協
力
で
有
料
袋
に

頼
ら
な
い
減
量
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。

【

市
民
環
境
部
長
】

①
コ
ロ
ナ
禍
と
生

活
様
式
の
変
化
で
当
初
目
標
と
は
違
っ

た
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

②
次
期
計
画
で
は
可
燃
ご
み
に
含
ま

れ
る
食
品
ロ
ス
・料
理
く
ず
・古
紙
・プ

ラ
類
に
注
目
し
て
減
量
を
進
め
ま
す
。

【

宮
嶋
】

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
経
済
的

効
果
は
ど
う
で
す
か
。

②
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
総
合
窓

口
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

市
の
窓
口
紹
介
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【

企
画
戦
略
部
長
】

①
一
定
の
効
果
は

あ
り
ま
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
で
対
応
し
ま
す
。

５
億
４
１
８
８
万
円
減
額
し
、
総

額
３
８
９
億
４
５
５
８
万
円
。

○
地
方
交
付
税

４
億
７
１
４
７
万

円
増

○
基
金
繰
入
金

①
財
政
調
整
基
金
へ

４
億
７
２

７
７
万
円
を
戻
す

②
公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ

２

億
８
０
０
０
万
円
を
戻
す

③
循
環
型
社
会
推
進
基
金
か
ら

３
９
５
０
万
円

○
市
債

１
億
５
７
８
０
万
円
減

○
木
津
川
台
駅
前
線
整
備
事
業
、

Ｊ
Ｒ
と
の
工
事
の
調
整
で
新
年
度

に
繰
り
越
す
た
め
、
２
億
２
５
４

８
万
円
減
額
。

○
市
営
住
宅
事
業
費
、
清
水
団
地
２

棟
４
戸
の
う
ち
１
棟
の
改
築

工

事
を
新
年
度
に
繰
り
越
す
た
め
、

１
億
４
５
４
８
万
円
減
額
。

今
回
、
有
料
ご
み
袋
の
手
数
料
収

入
で
あ
る
循
環
型
社
会
推
進
基
金
か

ら
３
９
５
０
万
円
を
中
間
処
理
委
託

料
に
支
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
基
金

の
設
置
目
的｢

ご
み
の
減
量
と
再
資
源

化
を
進
め
る｣

に
合
わ
ず
、
こ
れ
ま
で

の
一
般
財
源
を
基
金
に
換
え
た
だ
け

で
す
。
基
金
活
用
よ
り
有
料
制
を
見

直
し
、
ご
み
袋
代
を
減
額
す
べ
き
で
す
。

●
反
対ｰ

共
産
党
２
人

賛
成
多
数
で
可
決

左
の
表
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

有
料
ご
み
袋
を
使
い
始
め
た

年(

令

19

和
元
年)

度
と
比
べ
て

〜

年
は
、

20

23

１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
は

逆
に
増
え
、

年
度
に
１･

％
減
っ

24

61

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
有
料
ご
み
袋
の

効
果
は
限
定
的
で
し
た
。

一
般

質
問

教
員･

職
員
が
元
気
に
働
け
る
た
め
に
宮
嶋

良
造

教
育
部
理
事
ー
休
憩
が
取
れ
る
体
制
を
整
え
る

補
正
予
算
９
号

分
別
・
減
量
と
再
資
源
化
を

【

質
問
を
終
え
て
】

教
員
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る

休
憩
が
取
れ
な
い
。
過
労
死
ラ
イ
ン
を

超
え
る
残
業
を
強
い
ら
れ
る
。
実
態
は

認
め
る
が
、
具
体
的
な
改
善
策
が
示

さ
れ
ま
せ
ん
。

抜
本
的
な
改
善
策
は
、
少
人
数
学

級
の
実
現
、受
け
持
ち
時
間
を
減
ら
し
、

教
員
を
増
や
す
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

教
育
予
算
の
増
額
が
必
要
で
す
。

年
度
末

事
業
確
定
や
繰
越
に
よ
る

減
額
補
正

有
料
ご
み
袋
で
ご
み
は
減
っ
て
い
な
い

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
支
援
を

高齢化で拠点収集の見直しが必要

分別できていな

い袋が残され、排

出者の責任が曖昧

になる拠点収集

年度
１人１日あ
たりの
排出量 ｇ

有料袋後の
増減量 ％

2019 385.5 －

2020 397.4 3.09
2021 400.3 3.84
2022 394.6 2.36
2023 389.7 1.09
2024 379.3 ▲ 1.61

2019年度を基準にした増減量


